
コンクリート委員会「コンクリート構造物の品質確保小委員会」（３種

委員会）の委員募集 

応募締切日：平成２９年８月３１日（木） 

	 コンクリート委員会では，下記の研究小委員会を発足させることになりました．積極的に活

動に参加してくださる委員を募集します．奮ってご応募ください．なお，本委員会はコンクリ

ート委員会 3種委員会のため，委員会出席のための旅費等は支給されません． 

記 

１．委員会名称 コンクリート構造物の品質確保小委員会（350委員会，二期目） 
 
２．委員長・幹事長	 委員長：田村	 隆弘（徳山工業高等専門学校） 
  	  幹事長：細田	 暁（横浜国立大学） 
 
３．委員会設立の主旨と目的 

350委員会は，2014年 10月 1日に第一回の全体委員会を開催し，山口県発のひび割れ抑制・

品質確保システムと東北復興道路の品質・耐久性確保システムを両輪に，品質確保システムの

社会実装について研究を行ってきた．2016年度には，350委員会の取組みを基盤として，土木

学会重点研究課題に採択され，229 委員会「コンクリート構造物の品質・耐久性確保マネジメ

ント研究小委員会」として活動し，2017年 7月 28日の報告会をもって活動を一段落すること

となった．229委員会が 350委員会を母体としていたことから，350委員会の一期目の活動も同

時に終了することとした． 

229 委員会の研究活動により，山口システムの群馬県や熊本県等への展開や，東北システム

における品質確保や耐久性確保に関する各種手引き類の整備等，一定の成果は挙がった．一方

で，各地域における品質・耐久性確保の取組みは道半ばであり，これから取組みを始めようと

している地域も少なくない．このため，産官学協働で品質確保および耐久性確保を勉強し，推

進していく学会組織として，350 委員会の二期目を立ち上げることを企図した．なお，委員会

名称は「品質確保」としているが，その目的は構造物の性能（耐久性）確保のための品質確保

である．二期目の活動であるため，委員会名称は一期と同じものとした． 
委員会の活動目的は，コンクリート構造物の品質・耐久性確保システムを各地域で社会実装

し，そのために必要な技術開発を実施し，現実の構造物群の品質と耐久性を向上し，その過程

で得られた知見を発注者の手引き類等にまとめる作業をバックアップして次へのステップアッ

プにつなげていくことである． 
	

４．調査研究課題 
委員会の活動内容の骨子は，以下を考えている． 



(1)  東北・熊本の復興道路や各地域での品質・耐久性確保の推進 
(2)  品質・耐久性確保を各事業者や各地域で推進していく上でのマネジメント的課題について
の議論 

(3)  構造物の施工記録・点検データの分析による品質・耐久性確保の必要性の明示と課題の整
理 

	

５．活動方法 
最初に全体委員会を 1回行い，主旨と目的を共有した後，WGを設立する．通常の活動は，
WG会合，メール等ネットを通じた情報交換，およびWG間の調整を図る幹事会，を柱と
する．活動期間は，活動開始から 2年間とする． 
 

６．応募方法 
	 本委員会に委員として参加希望の方は，氏名，所属，連絡先，取り組みたい調査研究課題を，

細田（横浜国立大学）まで，E-mail（アドレス：concrete@ynu.ac.jp）にてお送りください．  
 


